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プ
ロ
野
球
の
試

合
を
見
な
が
ら
、

ル
ー
ル
が
な
け
れ

ば
絶
対
に
成
り
立

た
た
な
い
な
ぁ
と

思
っ
た
。
そ
れ
は

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

も
同
じ
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
は
社
会
全
体
に
い
え

る
こ
と
▼
社
会
で
は
法
律
が
基

準
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

法
律
も
社
会
の
発
展
に
合
わ
せ

て
変
わ
っ
て
い
く
▼
人
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

法
律
が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
本

来
の
姿
の
は
ず
。
し
か
し
、
そ

ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
が

今
の
社
会
の
現
実
▼
私
た
ち
に

か
か
わ
る
重
要
な
こ
と
で
い
え

ば
、
働
く
者
の
ル
ー
ル
で
あ
る

労
基
法
の
改
悪
が
い
わ
れ
る
社

会
は
正
常
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は

大
切
な
も
の
が
失
わ
れ
る
か
ら

だ
▼
働
く
者
の
ル
ー
ル
の
改
悪

に
反
対
し
、「
人
ら
し
く
生
き

た
い
」
と
声
高
に
叫
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
は
異
常
だ
▼

労
働
組
合
は
働
く
者
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
働
く

者
の
ル
ー
ル
を
改
悪
す
る
こ
と

に
抵
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。   
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19日　県本部労働安全衛生集会
（ひょうご共済会館／ウェブ併用）

23日　県本部第220回中央委員会（のじぎく会館）
20、24日　県本部野球大会（洲本市内）
27 ～ 28日　ひょうご青年女性大交流会 in 淡路

（津名ハイツ）

当面の日程

難しい世の中…

大  植　賢（豊岡市職労）

　

連
合
春
闘
の
中
間
総
括
が
出
さ

れ
、
大
手
は
３
年
連
続
で
５
％
以

上
、
３
月
中
に
妥
結
し
た
中
小
も

５
％
を
超
え
て
い
た
が
、
４
月
以

降
は
中
東
情
勢
の
影
響
な
の
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
、
妥
結
水
準
が

落
ち
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
我
々

に
近
い
印
刷
労
連
な
ど
の
結
果
は

６
月
頃
に
出
る
と
思
う
が
、
当
局

交
渉
の
中
で
も
ベ
ア
枠
３
％
以
上

の
回
答
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
の

３
％
が
今
年
の
人
勧
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
人
口
減
少
の
中
で

若
者
の
取
り
合
い
と
な
り
、
初
任

給
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
の
状
況
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
声
が
出
は
じ
め
て
い

る
。
今
後
、
組
合
員
の
生
活
を
ど

う
守
っ
て
い
く
か
、
定
年
延
長
の

中
で
の
公
務
の
あ
り
方
や
賃
金
を

ど
う
す
る
か
、
非
常
に
難
し
い
時

期
に
入
っ
て
い
る
。

　

春
闘
で
は
本
部
か
ら
は
「
人
員

の
話
を
し
よ
う
」
と
提
起
し
て
い

る
。
こ
の
数
年
間
、
募
集
を
し
て

も
人
が
集
ま
ら
な
い
、
せ
っ
か
く

採
用
し
て
も
数
年
で
辞
め
て
し
ま

う
と
い
う
状
況
が
あ
る
。「
離
職

の
要
因
は
何
な
の
か
」、
当
事
者

の
声
を
も
と
に
分
析
す
る
よ
う
求

め
る
な
ど
、
当
局
に
真
剣
に
悩
ま

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

こ
の
３
年
間
で
地
域
手
当
の
改

善
や
中
途
採
用
者
の
前
歴
換
算
な

ど
、
長
年
の
要
求
が
次
々
と
実
現

し
て
い
る
。
要
求
し
な
け
れ
ば
何

も
は
じ
ま
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
財
政
分
析
も
重
要

だ
。
２
０
０
０
年
代
は
賃
金
カ
ッ

ト
が
横
行
し
た
。
現
在
で
は
物
価

高
や
人
件
費
増
で
財
政
が
厳
し
い

自
治
体
も
あ
る
。
自
分
た
ち
の
自

治
体
の
財
政
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
し
っ
か
り
議
論
し
、
政
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

含
め
て
１
０
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
西

島
藤
彦・
解
放
同
盟
中
央
本
部

委
員
長
は
、「
東
京
高
裁
の
裁
判

長
が
交
代
し
た
が
、
第
４
次
再

審
闘
争
で
何
と
し
て
も
石
川
さ

ん
の
無
実
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と

日本教育会館は参加者でいっぱいに

決
意
を
述
べ
た
。
石
川
一
雄
さ

ん
が
昨
年
他
界
し
、
第
４
次
再

審
は
妻
の
早
智
子
さ
ん
が
請
求

人
に
。
早
智
子
さ
ん
は
、
石
川

一
雄
さ
ん
の
俳
句
を
交
え
て
無

念
を
訴
え
、「
み
な
さ
ん
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

４
人
の
え
ん
罪
被
害
者
が
壇

上
に
あ
が
り
、
国
会
で
審
議
さ

れ
る
再
審
法
の
改
正
、「
検
察

の
権
力
」
を
縛
る
必
要
性
を
訴

え
た
。

　

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る

市
民
集
会
が
５
月
22
日
、
日
本

教
育
会
館
で
行
わ
れ
、
デ
モ
を

新規採用対策や担い手育成について協議した

　

県
本
部
は
単
組
の
新
規
採
用
対
策
や
若
年
層
の
早
期
退
職

の
課
題
、次
代
の
担
い
手
育
成
に
は
何
が
必
要
な
の
か
な
ど
、

単
組
が
直
面
す
る
課
題
解
決
と
組
織
強
化
の
た
め
、
５
月
23

～
24
日
に
加
西
市
内
で
反
行
革
・
組
織
集
会
を
開
催
。
単
組

執
行
部
を
中
心
に
23
単
組
48
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、
尾
西
亮
太
郎
委

員
長
は
新
年
度
開
始
以
降
の
職

場
実
態
を
点
検
す
る
重
要
性
に

触
れ
、「
適
正
な
人
員
配
置
が

行
わ
れ
て
い
る
か
」「
時
間
外

勤
務
が
過
度
に
な
っ
て
い
な
い

か
」
な
ど
、
現
場
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強

調
。
そ
の
う
え
で
６
月
の
人
員

確
保
闘
争
の
取
り
組
み
を
通

じ
、
当
局
に
対
し
て
課
題
の
改

善
を
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。
賃
金
・
一
時
金
闘
争
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
勧
告
を
見
す

え
な
が
ら
、
初
任
給
や
地
域
手

当
な
ど
の
課
題
に
も
着
目
し
、

各
単
組
の
実
情
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

訴
え
た
。

　

記
念
講
演
は
、
自
治
労
本
部

の
石
上
千
博
委
員
長
が
「
組
織

強
化
と
活
性
化
」
に
つ
い
て
、

参
加
者
の
意
見
も
交
え
な
が
ら

講
演
し
た
（
要
旨
参
照
）。

　
「
じ
ち
ろ
う
共
済
の
ス
ス
メ
」

で
は
、
石
井
希
佳
支
部
長
が
共

済
利
用
に
よ
る
組
合
員
の
可
処

分
所
得
の
拡
大
で
賃
上
げ
と
同

等
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
、
活
用
を
訴
え
た
。

　

分
科
会
で
は
１
日
目
に
新
規

採
用
対
策・
若
年
層
の
早
期
退

職
。
２
日
目
に
は
次
代
の
担
い

手
育
成
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。
新
規
採
用
や
若
年
層
に

つ
い
て
は
、
若
手
職
員
と
の
接

点
づ
く
り
の
難
し
さ
が
共
通
課

題
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
次
代

の
担
い
手
育
成
で
は
、「
黙
々
と

執
行
部
が
動
く
だ
け
で
は
ダ
メ
。

積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
努
力

が
必
要
」
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

【取り組みの目標】
①欠員補充・職員採用にあたっては、労使協議に

よって決定すること。
②職場の人員配置について、労使による点検・検

証を行えるよう継続協議とすること。
③退職者ならびに欠員の補充は正規補充を基本と

すること。
④組織・機構の見直しにあたっては、人員配置と

密接に関係するため労使協議を行うこと。
⑤定年延長においては、将来に渡って市民サービ

スの提供体制を保つため、計画的に新規採用を
確保すること。

⑥定年延長に伴い、再任用者の国公行（一）４級賃
金以上での運用を行うこと。

⑦緊急時および災害時に対応できる必要な人員を
確保すること。

【重点指標】
①長時間労働の解消と職場環境改善
②大規模災害など緊急事態に対応できる体制の確

保の確認
③自治体で拡大し続けている会計年度任用職員等

の処遇改善と正規化
④欠員・退職者の正規職員採用による補充
⑤定年延長に伴う計画的な新規採用の確認
⑥単組強化拡大にむけて

2026人員確保闘争の目標と指標

反行革・組織集会

労
組
の
未
来
ど
う
つ
く
る
か

若
年
層
対
策
、組
織
強
化
を
議
論

春闘期から点検と議論を
石上委員長 講演要旨

要
求
し
な
い
と
は
じ
ま
ら
な
い

第
４
次
再
審
に
勝
利
し
よ
う

狭
山
事
件 

え
ん
罪
被
害
者
を
支
援
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公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協
議

会
（
公
共
民
間
協
）
は
、
自
治
体

か
ら
の
業
務
委
託
や
指
定
管
理
者

制
度
、
介
護
・
福
祉
、
環
境
、
公

社
等
で
働
く
、
地

域
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
民
間
労

組
の
仲
間
で
構
成

し
、
労
働
条
件
の

維
持
・
改
善
等
に

取
り
組
ん
で
い

る
。

　

介
護
・
福
祉
分

野
に
お
い
て
は

専
門
組
織
と
し

て
「
介
護
部
会
」
を
設
置
し
、
ケ

ア
労
働
の
適
正
な
評
価
や
処
遇
改

善
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
の
解
消

に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。

　

活
動
と
し
て
は
、
年
数
回
の
幹

事
会
や
介
護
部
会
の
会
議
を
開
催

し
、
各
単
組
の
取
り
組
み
や
職
場

実
態
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
と
協

議
を
密
に
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

設
置
自
治
体
に
対
す
る
「
労
務
費

の
適
切
な
価
格
転
嫁
」
を
求
め
る

県
へ
の
要
請
行
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

集
会
や
学
習
会
と
し
て
は
、
毎

年
２
月
に
「
春
闘
学
習
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
業
務

負
荷
の
軽
減
や
組
織
活
動
の
効
率

化
を
見
す
え
て
「
生
成
Ａ
Ｉ
技
術

を
活
用
し
た
会
議
要
約
や
要
求
書

作
成
の
実
践
」
と
い
っ
た
最
先
端

技
術
の
学
習
・
導
入
に
踏
み
出
し

た
。

　

実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨
く
場
と

し
て
、
地
連
で
は
「
交
渉
力
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
働
く
」
の
そ
ば
で
、
と
も
に

歩
む
。こ
れ
が
兵
庫
公
共
民
間
協
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

総会では、家族参加のレクを実施

評議会の

●活●動●紹●介  公共民間協
「
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁
」求
め
る

優勝した豊病労組チーム

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
５
月

９
～
10
日
に
野
球
大
会
を
朝
来

市
内
で
開
催
し
、８
チ
ー
ム（
豊

岡
市
職
労
、
豊
岡
病
院
労
組
、

新
温
泉
町
職
労
、養
父
市
職
労
、

朝
来
市
職
労
、八
鹿
病
院
職
組
、

丹
波
市
職
労
、
丹
波
篠
山
市
職

労
）
が
出
場
。
準
決
勝
は
朝
来

が
豊
岡
病
院
に
９
対
２
、
新
温

泉
が
八
鹿
病
院
に
８
対
０
で
勝

利
し
決
勝
へ
進
出
。
決
勝
は
新

温
泉
と
朝
来
が
対
戦
。
新
温
泉

町
は
攻
守
に
わ
た
り
安
定
し
た

た
た
か
い
を
見
せ
、
６
対
２
で

勝
利
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
24
日
に
は
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
養
父
市

内
で
開
催
。
５
チ
ー
ム（
養
父
・

八
鹿
病
院
合
同
チ
ー
ム
、
豊
岡

病
院
労
組
、
香
美
町
職
、
丹
波

市
職
労
、
丹
波
篠
山
市
職
労
）

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
た
た
か

い
、
豊
岡
病
院
が
優
勝
、
香
美

が
準
優
勝
し
、
両
チ
ー
ム
が
県

本
部
大
会
に
駒
を
進
め
た
。
香

美
は
４
年
ぶ
り
、
豊
岡
病
院
は

４
年
連
続
の
県
大
会
出
場
に

「
チ
ー
ム
一
丸
で
挑
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
５

月
16
日
、
宝
塚
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
野
球
場
で
野
球
大
会
を
開

き
４
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦

に
は
、
三
田
市
職
労
と
宝
塚
市

職
労
が
勝
ち
進
ん
だ
。
三
田
は

初
回
に
４
点
を
先
取
し
、
宝
塚

も
５
回
裏
に
は
本
塁
打
等
で
追

い
上
げ
る
も
、
８
対
４
で
三
田

が
優
勝
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
５
月

24
日
、
淡
路
市
東
浦
サ
ン
パ
ー

ク
で
開
催
し
、
宝
塚
市
職
労
と

南
あ
わ
じ
市
職
労
が
出
場
。
序

盤
か
ら
宝
塚
が
安
定
し
た
プ

レ
ー
で
主
導
権
を
握
り
、
着
実

に
得
点
を
重
ね
た
。
南
あ
わ
じ

も
粘
り
強
く
ボ
ー
ル
を
つ
な
い

だ
が
、
宝
塚
の
流
れ
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
セ
ッ
ト
カ
ウ

ン
ト
２

－

０
で
宝
塚
が
県
大

会
出
場
を
決
め
た
。

三田市職が優勝

　

県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
、

出
場
チ
ー
ム
が
確
定
し
た
。
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
試
合
結
果
を

紹
介
す
る
。
県
本
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
加
東
市
で
６
月
13

日
、野
球
大
会
は
洲
本
市
で
６
月
20
日
、
24
日
に
実
施
さ
れ
る
。

姫路市職●上 町職決勝戦の様子

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会

は
、
町
職
と
都
市
職
に
分
け
開

催
し
て
い
る
。

　

５
月
２
日
、
16
日
に
町
職
大

会
を
福
崎
町
で
開
催
。
播
磨
町

職
と
神
河
町
職
の
決
勝
戦
は
、

１
点
を
争
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム

と
な
っ
た
が
、
歴
代
の
単
組
３

役
の
応
援
を
受
け
た
播
磨
が
、

そ
の
勢
い
の
ま
ま
５
対
４
で
接

戦
を
も
の
に
し
た
。

　

都
市
職
大
会
は
、５
月
24
日
、

30
日
に
西
脇
市
で
開
催
。
左
腕

の
３
投
手
を
擁
す
る
小
野
市
職

と
姫
路
市
職
の
決
勝
戦
は
、
姫

路
の
永
良
投
手
の
投
球
術
が
さ

え
、
５
対
０
の
完
封
で
姫
路
が

優
勝
し
た
。

　

な
お
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

予
選
は
、
県
大
会
前
年
度
優
勝

の
宍
粟
市
職
労
、
開
催
地
の
加

東
市
労
連
、
佐
用
町
職
の
３

チ
ー
ム
の
み
の
参
加
と
な
っ

た
。出
場
枠
内
で
あ
っ
た
た
め
、

３
チ
ー
ム
が
出
場
権
を
得
た
。

香
美
４
年
ぶ
り
県
大
会
へ

バ
レ
ー

ボ
ー
ル 

優
勝
は
豊
病
労
組
但・丹ブロック

主
導
権
握
っ
た
宝
塚
が
V

野
球
は
三
田
が
県
大
会
出
場
阪・淡ブロック

都市職、町職ともに接戦
姫路市職、播磨町職が優勝

播磨ブロック 野球大会

県 

本 

部

ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
大
会


